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東
北
地
方
太
平
洋
沖 

 
 

地
震
災
害
へ
の
お
見
舞
い 

  

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
、
並
び
に
津
波
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ

ま
す
と
と
も
に
、
不
幸
に
も
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

方
々
に
お
悔
や
み
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
地
震
、
津
波
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て 

 

は
、
村
民
の
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
誠
に
甚
大
で

あ
り
、
被
災
者
の
方
々
の
心
情
は
察
す
る
に
余
り
あ

り
ま
す
。 

 

現
在
、
政
府
や
自
治
体
、
支
援
団
体
、
多
く
の
国

民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
救
援
、
復
興
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
村
で
は
な
か
な

か
直
接
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。 

 
こ
の
た
め
、
ま
ず
は
村
民
の
皆
様
に
義
援
金
の
協

力
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
早
速
多

く
の
方
々
か
ら
善
意
に
よ
る
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

今
回
の
災
害
が
発
生
し
た
日
に
東
京
を
出
港
し
た

ば
か
り
で
あ
っ
た
共
勝
丸
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

社
、
お
よ
び
乗
組
員
の
大
多
数
が
被
災
地
の
方
々
で

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
内
地
と
小
笠
原
と
の
間
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
っ
て
い
る
と
の
責
任
感
か 

 

ら
、
引
き
返
す
こ
と
な
く
予
定
ど
お
り
小
笠
原
へ
物

資
を
運
搬
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。 

 

被
災
地
の
状
況
は
、
自
治
体
機
能
が
回
復
し
な
い

こ
と
や
、
通
信
手
段
が
復
旧
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
ま
だ
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
１
７
０
年
前
の
中
吉
丸
の
漂
着
に
よ

り
縁
の
あ
る
岩
手
県
陸
前
高
田
市
も
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
よ
う
で
す
が
、
自
治
体
機
能
が
十
分
に
回
復

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
詳
細
な
こ
と
が
ま
だ
わ
か

ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
今
は
た
だ
、
被
災
者
の
救 

 

援
、
被
災
地
の
復
興
が
一
日
で
も
早
く
進
む
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

ま
た
今
回
の
津
波
災
害
に
よ
り
、
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
た
場
合
は
、
一
刻
も
早
く
避
難
す
る
こ
と
が

最
も
重
要
な
こ
と
と
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
避
難

の
徹
底
に
つ
い
て
改
め
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

当
村
で
は
、
幸
い
に
も
今
回
の
地
震
、
津
波
に
よ

る
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
災
害

に
伴
い
、
各
地
で
物
資
の
不
足
が
報
じ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。 

 

村
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
在
庫
に
つ
い
て
は
当

面
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
国
的
な
物
流
の
停 

 

滞
、
需
要
の
増
大
、
生
産
の
減
少
等
に
よ
り
、
今
後

は
少
な
か
ら
ず
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
関
係
機
関
と
も
協
力
し
村
民
生
活
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
努
力
は
い
た
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
被
災

さ
れ
た
方
々
へ
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
て
い
く
た

め
に
も
、
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
省
エ

ネ
（電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
燃
料
等
）、
資
源
の
節
約

に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

な
お
、
物
資
の
不
足
等
に
関
し
て
必
要
以
上
の
風

評
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 

小
笠
原
村
長 

森 

下 

一 

男 
 

被
災
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て 

 

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
る
津
波
に
よ
り
、
建
物
・
車
両
・
船
舶
な
ど

に
被
害
が
生
じ
た
場
合
は
、
被
災
証
明
書
の
発
行
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
申
請
お
よ
び
発
行
場
所
】 

 

《
父
島
》
総
務
課
総
務
係 

 

《
母
島
》
母
島
支
所 

【
申
請
期
限
】
４
月
28
日
（木
） 

 
●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
村
義
援
金 

 

小
笠
原
村
役
場
で
は
、
３
月
28
日
現
在
１
１
０
７

万
９
３
８
６
円
の
善
意
あ
る
寄
付
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
と
お
し
、
被
災
地

の
復
興
・
支
援
に
充
て
ら
れ
ま
す
。 

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 
２
―
３
１
１
１ 

島
嶼
会
館
の
営
業
休
止
に
伴
う 

代
替
宿
泊
施
設
に
つ
い
て 

 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
害
に
よ
り
、
現 

在
、
島
嶼
会
館
は
営
業
休
止
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
代
替
え
措
置
と
し
て
、
宿
泊
施
設
の
割
引
利

用
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
総
務
課
総
務
係
ま
た
は
、
母
島
支
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
等
の
取
り
扱
い 

 

村
内
の
各
世
帯
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｐ
告
知
端

末
等
に
つ
い
て
、
電
源
を
入
れ
ず
に
置
い
て
い
る
例

が
一
部
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
電
源
を
入
れ
て
い
な

い
と
、
緊
急
時
の
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
か
っ
た 

り
、
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端

末
等
の
電
源
は
常
時
入
れ
て
お
く
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
等
は
大
切
な
村
の
資

産
で
す
の
で
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
引
越
等
の
際
は
自
分
で
取
外
し
た
り
せ 

 

ず
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
次
の
機
器
に
は
、
必
ず
電
源
を
入
れ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。 

      

◎
正
常
に
作
動
し
て
い
る
か
の
確
認
に
つ
い
て 

 

○
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
つ
ま
み
」
で
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
「
３
」
ま
た
は
「
４
」
に
合
わ

せ
る
。 

○
「
音
量
つ
ま
み
」
で
音
量
を
調
節
す
る
。 

調
節
に
応
じ
た
音
声
が
聞
こ
え
た
ら
正
常

で
す
。
聞
こ
え
な
い
場
合
は
故
障
し
て
い
る
可
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 
 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

3/28現在 

父島 

78.3/100 

母島 

76.6/100 

 

2 月気象状況   （父島） 

最高気温   23.1℃ 

最低気温    9.7℃ 

平均気温   18.3℃ 

平均湿度   68％ 

月降水量   50.0mm 

住民基本台帳登録者数（3/1）  
 

 

             2,481人 
 

 

             父島      母島   
 
 

  人口      2,020人   461人 
 

 

 

  世帯      1,102    243 

ＮＯ．５８２ 

平成 23 年(2011) 

４/１(金) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 
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能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
村
役
場
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

◎
お
詫
び 

 

先
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
津

波
発
生
時
、
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
、
屋
内

の
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
よ
り
防
災
無
線
が
流
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。 

 

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先
総
務
課 

Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 

 

村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て 

  

こ
の
度
の
震
災
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
対
策
の

一
環
と
し
て
、
村
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
検
討
い

た
し
ま
し
た
。 

１
回
の
運
行
で
は
利
用
者
の
少
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
バ
ス
を
貴
重
な
島
内
交
通
手
段
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
か
ら
、
通

常
の
運
行
を
続
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
（今
後

の
島
内
燃
料
供
給
状
況
に
よ
っ
て
は
、
変
更
も
あ
り

ま
す
。
） 

ま
た
、
暫
定
措
置
と
し
て
１
か
月
の
定
期
乗
車
券

を
販
売
し
ま
す
。 

 

時
刻
表
を
参
考
に
、
島
内
の
お
出
か
け
に
あ
た
っ

て
は
村
営
バ
ス
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

時
刻
表
は
最
寄
り
の
停
留
所
、
営
業
所
、
村
役 

 

場
、
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 
 

村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 
 
 
 

http://w
w
w

.vill.ogasaw
ara.toky

o.jp/ 

                                       

                                       

                                 

チャンネルつまみ 

音量つまみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【選 挙 日 程】 
 

告 示 日      ４月１９日（火） 

繰上投票日（母島）  ４月２３日（土）  午前７時から午後８時まで 

投 票 日（父島）  ４月２４日（日）  午前７時から午後８時まで 

開 票 日           ４月２４日（日）  午後９時から（即日開票） 
 

 

【投   票   所】  父島 ： 小笠原村地域福祉センター   母島 ： 母島村民会館 
 

◎投票所へは投票入場券を持参してください。 
（入場券が投票日前日になっても届かない場合や、記載事項に誤りがある場合はご連絡ください。） 
 
 

 最近、転入届を出された方 および ２０ 歳になられた方 へ、あなたは有権者でしょうか？ 
 あ な た の → 平成３年４月２６日以降 → 投票できません 
 生年月日は？ → 平成３年４月２５日以前 

↓ 

 小笠原村に転入の 

届出をしたのは 

いつですか？ 

→ 平成２３年１月１８日以前 → 投票できます（※）転出された方は除きます 
 

→ 平成２３年１月１９日以降 → 投票できません 
 

   

 
 

 

【期日前投票制度について】 
投票日当日に投票所へ行けない方は、期日前に投票をすることができます。 
期日前投票は、投票日前であっても投票日当日と同じように投票することができる制度です。 
期日前投票所へは、投票所入場券を持参してください。 

 

◎投票の対象者 ： 期日前投票を行う日に選挙権のある方で、かつ 投票日当日に投票できない事由がある方 
（「宣誓書」の提出が必要です。） 

 

◎期日前投票期間 ： ４月２０日（水）～４月２３日（土）   

※母島の期日前投票期間は４月２２日（金）までとなります。 
 

◎期日前投票所の場所と受付時間 ： 父島 村役場総務課  午前８時３０分 ～ 午後８時 

母島 母 島 支 所  午前８時３０分 ～ 午後６時 

４月２４日（日）は小笠原村議会議員選挙の日です 

＜母島は４月２３日（土）繰上投票＞ 

村民の代表を選ぶ重要な選挙です 

忘れずに投票しましょう 
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職 種 
 

募集人数 

 

業務内容 
 

資 格 
 

時 給 
 

試験方法 
 

看護師 
 

 

 

 

 

若干名 

 

看護業務全般 
看護師免許、または

准看護師免許 

 

１,４８０円 
 

 

 

 

 

面接試験 

 

 

 

介護福祉士 
介護および 

介護指導業務 

 

介護福祉士資格 

 

１,２９０円 

 

介護員 
 

介護業務 
ホームヘルパー 

２級以上 

 

１,１６０円 

 

介護補助員 
 

介護補助業務 
 

不問 
 

１,０３０円 

 
 

調理員 

 

 

 

調理業務 

 

調理師免許 
資格あり 

１,１６０円 
 

不問 

 

１,０３０円 

 

非常勤職員の募集 
 
小笠原村では、次のとおり非常勤職員の募集を行います。 

 

【各職種共通事項】 
 

《対  象》村内に在住の方で、平成２３年４月１日現在１８歳以上６５歳未満の方 
《任用期間》４月１日～平成２４年３月３１日の間で各職種ごとに定める期間 
《勤務場所》小笠原診療所または、有料老人ホーム「太陽の郷」 
《勤務時間》１週間当たり、５日および２９時間以内。１日７時間４５分以内。 

※勤務日数、時間については、要相談。 
 

※地方公務員法第１６条に該当する人は申し込みできません。 
※詳細は、お問い合わせください。 

    ●問合せ先  医療課診療所係 ２－３８００ 
 

 

【４月 １９日（木）以降、父島～母島間で転居された方の投票について】 
 

◎父島 から 母島 へ転居された方 ： ４月２４日（日）の投票日に 父島 で投票となります。 
※４月２２日(金)までに母島で期日前投票を行うこともできます。 

 

◎母島 から 父島 へ転居された方 ： ４月２３日（土）の繰上投票日に 母島 で投票となります。 
※４月２３日(土)までに父島で期日前投票を行うこともできます。 

   

☆ 期日前投票の受付場所・時間を以下の表でご確認ください。 

（ ○ ＝ その場所において期日前投票できます。 × ＝ 期日前投票できません。） 
 

 
期 日 前 
投 票 場 所 

４月２０日（水） 

～４月２２日（金） 

４月２３日（土） 

母島繰上投票日 

４月２４日（日） 

父島投票日 

父島 から 母島 へ 
 

転 居 さ れ た 方 

父島 村役場 
(８：３０～２０：００) 

○ 
○ 

× 母島 母島支所 

(８：３０～１８：００) × 

母島 から 父島 へ 
 

転 居 さ れ た 方 

父島 村役場 
(８：３０～２０：００) 

○ 
○ 

× 母島 母島支所 

(８：３０～１８：００) × 
 

【小笠原村以外の区市町村で不在者投票を希望される方へ】 
町村の議会議員選挙は、告示日から選挙期日（投票日）までの期間が５日間と短く、また、本村においては、本土との

交通が船便のみという事情も加わり、村外での不在者投票が日程的に非常に厳しくなっています。 

（内地での不在者投票が可能な日は 4月 20日（水）のみとなる可能性が高く、投票用紙の請求は 4月上旬にしておく必

要があります。） 

村外での不在者投票を希望される方は、すぐに選挙管理委員会へご相談ください。 
 

●問い合わせ先 小笠原村選挙管理委員会事務局 ２－３１１１ 



  NO．582   平成 23（2011）年 4 月 1 日（金）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-4- 

 

 

本年度予算につきましては、第３次小笠原村総合計画（後期５か年

計画）における基本構想・基本計画に基づき、予算編成を行いました。 
【重点項目】 

① 航空路開設に向けたＰＩの推進 

② 観光客増加を目指した集客対策事業の取り組みおよびエコツー 

リズムを基軸とした観光産業の振興 

③ 自然環境の保全と活用並びに世界自然遺産登録に向けた施策の 

展開 

④ 複合施設、上下水、浄化槽、道路等の生活基盤施設の整備 

⑤ 保健、福祉、医療、教育の充実 
 

 また、「複合施設および母島高齢者介護施設の運営を軌道に乗せ
る」、「簡易水道事業の改善（父島浄水場の移転、母島浄水場の改築推

進を含む）」を平成23年度の予算における最重点項目としています。 

一般会計は総額 38億 9,545 万 9千円で前年度当初予算と比較する
と、5,662万 1千円、1.4％の減となっています。 

 

【会計別予算計上額】 

  金額（千円） 構成比（％） 

一般会計 3,895,459 78.3 

国民健康保険特別会計 250,132 5.0 

簡易水道事業特別会計 351,076 7.0 

宅地造成事業特別会計 32,749 0.7 

介護保険(保険事業勘定)特別会計 79,376 1.6 

介護保険(介護ｻｰﾋﾞｽ 事業勘定 )特別会計 150,979 3.0 

下水道事業特別会計 176,236 3.5 

浄化槽事業特別会計 20,927 0.4 

後期高齢者医療特別会計 26,686 0.5 

計 4,983,620 100.0 

 

平成２３年度一般会計歳出予算 

【歳入の主な増減（前年度比）】 
●村税（3.0%の減）  

  前年度より 12,446 千円減となりました。村民税個人、固定資産税、国有

資産等所在市町村交付金および納付金、村たばこ税が減少しました。  

●地方交付税（8.3%の増）  

  すべての自治体が一定水準の行政サービスを行えるよう国が交付するも

のです。前年度より 104,287千円の増額となっています。  

●使用料及手数料（10.6%の増）  

  有料老人ホーム「太陽の郷」開設による有料老人ホーム使用料、地上波デ

ジタル放送開始によりテレビ放送受信装置使用料、一部事務手数料の改正に

より 22,390千円の増額となっています。  

●国庫支出金（18.0%の減）  

  父島の小中学校耐震診断、硫黄島遺骨収容事業にかかる補助金等が増額と

なりましたが、複合施設整備および遊歩道整備の事業終了に伴い、前年度よ

り 57,071千円の減額となっています。  

●都支出金（6.7%の減）  

  市町村総合交付金、父島小中学校グランド芝生化にかかる補助金が増額し

ていますが、やはり複合施設整備、遊歩道整備の終了により 61,015 千円の

減額となっています。  

●繰入金（18.0%の増）  

  基金の取り崩しや特別会計からの収入で、財政調整基金から 149,240 千  

円、産業振興基金から 13,181 千円、進学助成基金から 516 千円、宅地造成

事業特別会計から 28,348千円繰り入れます。  

●村債（23.4%の減）  

  村が施設建設や大規模事業を行うために借入れる資金で、複合施設整備の

終了により 86,900千円の減額となっています。  

  

【歳出の主な増減（前年度比）】 
●総務費（15.7%の増）  

  主に行政運営に必要な経費です。硫黄島遺骨収容事業の増額、地上波デジ

タル放送対応開始に伴うテレビ関連事業の増額分が大きく、前年度より

175,426千円の増額となっています。  

●民生費（21.3%の減）  

  障害者、高齢者、児童福祉等のための経費で、有料老人ホーム運営経  

費、子ども手当分が増額となりましたが、複合施設整備完了に伴う減額分が

大きく、前年度より 148,219千円の減額となっています。  

●衛生費（10.4%の減）  

  保健衛生や環境対策、ごみ処理等のための経費で、新診療所開設による運

営費が増額するものの、複合施設整備完了に伴う減額分が大きく、前年度よ

り 98,900千円の減額となっています。  

●商工費（45.0%の減）  

  商工業、観光事業のための経費で、集客対策事業が増額となっているもの

の、遊歩道整備および歩行者用観光案内標識設置など事業完了により、前年

度より 97,716千円の減額となっています。  

●土木費（8.5%の増）  

  道路建設や公園整備、まちづくりのための経費で、道路整備事業費の増額

により、前年度より 12,945千円の増額となっています。  

●消防費（10.5%の減）  

  主に消防団に要する経費で、昨年度小型可搬ポンプを購入した分の減額に

より、前年度より 994千円の減額となっています。  

●教育費（54.0%の増）  

  教育の充実やスポーツ・文化の振興のための経費で、父島の小中学校グラ

ンド芝生化による改修工事、父島テニスコートの老朽化による全面改修によ

り 96,233千円の増額となっています。  

  

国有提供施設等 

所在市町村交付金 

151,744 千円 

（3.9％） 

総務費 

1,296,346 千円 

（33.3％） 

議会費 

75,895 千円 

（2.0％） 

その他 

15,017 千円 

（0.4％） 

民生費 

547,979 千円 

（14.1％） 

衛生費 

852,355 千円 

（29.1％） 

農林水産業費 

56,895 千円 

（1.5％） 

商工費 

119,354 千円 

（3.1％） 

教育費 

274,507 千円 

（7.1％） 

公債費 

482,933 千円 

（12.4％） 消防費 

8,436 千円 

（0.2％） 

平成２３年度小笠原村の予算 

歳 出 

３,８９５,４５９千円 

土木費 

165,742 千円 

（4.3％） 

●問合せ先 財政課財政係 ２―３１１２ 

平成２３年度一般会計歳入予算 

歳 入 

３,８９５,４５９千円 

村税 

405,615 千円 

（10.4％） 

地方譲与税等 

61,276 千円 

（1.6％） 

地方交付税 

1,355,955千円 

（34.8％） 

使用料および手数料 

232,663 千円 

（6.0％） 

国庫支出金 

260,379 千円 

（6.7％） 

都支出金 

844,912 千円 

（21.7％） 

財産収入 

30,477 千円 

（0.8.％） 

繰入金 

191,289 千円 

（4.9％） 

村債 

284,000 千円 

（7.3％） 

その他 

77,149 千円（2.0％） 
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第３次小笠原村総合計画 平成２３年度予算反映状況 

 

小笠原村では、総合的・計画的な行政の運営を図るために、第３次小笠原村総合計画を策定し、これに則して事務の処理を行

っています。この総合計画は、地方自治法第２条第４項に規定されている「基本構想」と、「基本構想」実現のための具体的な

事業計画を定めている「基本計画」からなり、その施策ごとの平成２３年度予算への反映状況は下表のとおりです。 
 

章 節 予算額（千円） 主要事業項目 

第１章 人と自然が共生する村 

 

１ 計画的な土地利用 6,374 地籍調査、計画的な土地利用検討、有効活用促進 

２ 自然環境の保全と活用 15,925 外来種啓発、適正利用実施、世界自然遺産関連 ほか 

小 計 22,299  

第２章 快適に暮らせる村 

 

１ 航空路の早期開設 17,689 早期開設の推進、普及啓発 

２ 交通環境の整備 89,770 村営バスの運行、村道改良、村道災害防除 ほか 

３ 情報通信体制の整備 132,439 地デジ放送運用、情報通信サービス提供 ほか 

４ 良好な住環境の整備 - 検討、要望 

５ 上・下水道の整備 239,364 扇浦浄水場移設関連、管渠改良、浄化槽設置ほか 

６ 循環型社会の構築 142,177 ごみ処理・リサイクル経費、施設改修 ほか 

７ 生活環境の向上 25,911 シロアリ対策、野ネコ対策、動物診療 ほか 

小  計 647,350  

第３章 活力ある産業で自立発展する村 

 

１ 活力ある農業の振興 11,589 有害鳥獣駆除、運賃補助、農産物販売促進事業 ほか 

２ 安定した水産業の展開 17,965 シマアジ稚魚放流、運賃補助、水産物販売促進事業 ほか 

３ 魅力ある観光拠点の整備 951 団体事業補助 ほか 

４ 観光客受入体制とＰＲ活動の強化 45,190 金融支援、新集客対策事業、英語版パンフ作成 ほか 

５ 小笠原ブランドの確立 11,813 観光宣伝事業、観光親善大使事業 ほか 

６ 親しまれる商業地の整備 - 検討 

７ 産業間の連携 150 産業活性化対策事業 ほか 

小  計 87,658  

第４章 すべての人が安心して暮らせる村 

 

１ 保健・医療・介護の充実 459,192 健康診断、診療所運営、介護保険サービス実施 ほか 

２ 福祉の充実 58,879 社会福祉協議会運営費補助、保育園改修、障害者自立支援 ほか 

３ 衛生施設の整備 - 検討 

４ 消防防災体制の充実 33,687 災害備蓄品購入、消防車庫新設、防災無線保守 ほか 

小  計 551,758  

第５章 豊かな心でゆとりを持って暮らせる村 

 

１ 学校教育の充実 125,396 グランド改修、耐震診断、英会話教育実施 ほか 

２ 生涯学習の環境整備 200 施設管理、学習機会創出 ほか 

３ 小笠原文化の振興 1,938 文化団体支援、村文化財指定・保存、資料収集 ほか 

４ 村民総スポーツの推進 37,500 スポーツ団体支援、体育施設整備 ほか 

５ 国際化への対応 - 国際交流の促進 ほか 

６ 硫黄島への対応 94,300 硫黄島訪島事業の実施、遺骨収集事業の促進 

小  計 259,334   

第６章 国民のオアシスを提供する村 

 

１ エコツアーの実施 5,696 エコツーリズム推進 ほか 

２ 小笠原らしい景観形成 137 街並み景観づくり推進 ほか 

小 計 5,833  

第７章 計画実現のために 

 

 

 

 

 

１ 村民参加システムの確立 2,367 村民だより発行・村勢要覧更新 ほか 

２ 効率的な行財政運営の確立 68,049 総合行政システム運用 ほか 

３ 職員の資質向上 786 研修参加負担金 ほか 

４ 関係機関への要請 - 要請 

小  計 71,202  

総   計 1,645,434   
 

（注）本表は第３次小笠原村総合計画の項目ごとの事業経費であり、経常的な経費は含んでいないため、平成２３年度予算総額とは一致しません。 

 
●問合せ先 総務課企画政策室 ２―３１１１ 
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防
災
行
政
無
線
の 

定
時
チ
ャ
イ
ム
の
変
更 

 

毎
日
、
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
て
い
る
午
後 

５
時
の
定
時
チ
ャ
イ
ム
に
つ
い
て
、「
や
し
の
実
」
か 

 

ら
、
小
笠
原
の
民
謡
で
あ
る
「
丸
木
船
」
に
変
更
い

た
し
ま
す
。 

【
変
更
日
】
４
月
１
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

地
域
振
興
に
係
る 

 

補
助
事
業
の
募
集
（第
１
回
） 

  

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地
域
の

地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体
等
に
対
し
、
事

業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
構
成
さ
れ
、
代

表
者
・
会
則
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
平
成
23
年
度
よ
り
小
規
模
企
業
者
・
個
人
事
業

者
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。 

【
対
象
事
業
】 

①
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

②
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

③
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０

万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）を
上
限
と
す
る
。 

な
お
、
補
助
事
業
の
う
ち
、
視
察
に
関
す
る
も

の
は
、
補
助
の
対
象
と
し
な
い
。 

【
事
業
期
間
】
平
成
24
年
３
月
末
日
ま
で 

  

【
提
出
書
類
】 

申
請
書
お
よ
び
収
支
予
算
書
（指
定
様
式
）、
会

の
規
約
、
会
員
名
簿 

※
補
助
金
交
付
要
綱
は
総
務
課
で
配
布 

【
提
出
期
限
】
４
月
25
日
（月
） 

【
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
を
審
査･

決
定
し
ま
す
の
で
、
申
請
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目

的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧 

 
お
よ
び
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧 

  

固
定
資
産
税
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定

し
、
こ
の
価
格
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
な
ど
は
、
こ
の
価
格

を
知
る
た
め
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
（名
寄
帳
）の
閲

覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
他
の

土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価
格

等
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】 

 

《
期
間
》
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
31
日 

 
 
 
 
 
 

（土
日
・
休
日
を
除
く
） 

 

《
時
間
》
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
15
分 

 
 
 
 
 
 

（正
午
〜
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
】 

 

《
期
間
》
４
月
１
日
〜
４
月
30
日 

 
 
 
 
 
 

（土
日
・
休
日
を
除
く
） 

 

《
時
間
》
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
15
分 

 
 
 
 
 
 

（正
午
〜
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

  

【
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
】 

 

《
父
島
》
財
政
課
税
務
係 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 
 ●

問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

固
定
資
産
税
の
納
付
期
限 

 

平
成
23
年
度
固
定
資
産
税
第
１
期
の
納
付
期
限

は
、
５
月
２
日
（月
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
を
申
し
込
ま
れ
て
い

る
方
は
、
口
座
の
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

後
期
高
齢
者
医
療 

保
険
料
納
期
な
ど
に
つ
い
て 

  

平
成
23
年
度
保
険
料
は
、
東
京
都
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
７
月
下
旬
ま
で
に
確
定
（
決
定
）
さ 

れ
、
８
月
上
旬
頃
ま
で
に
そ
の
決
定
通
知
書
と
納
入

通
知
書
を
小
笠
原
村
か
ら
送
付
す
る
予
定
で
す
。 

【
普
通
徴
収
の
方
】 

確
定
し
た
保
険
料
を
、
８
月
以
降
の
納
期
毎 

に
、
４
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。 

 

《
普
通
徴
収
の
納
期
限
》 

 
 

○
第
１
期 

８ 

月
31
日
（水
） 

 
 

○
第
２
期 

10
月
31
日
（月
） 

 
 

○
第
３
期 

12
月
27
日
（火
） 

 
 
 
 

（口
座
引
落
し
は
１
月
４
日
に
な
り
ま
す
） 

 
 

○
第
４
期 

２ 

月
29
日
（水
） 

【
特
別
徴
収
の
方
】 

４
月
支
給
の
年
金
（
偶
数
月
支
給
）
か
ら
新
年

度
の
保
険
料
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。 

前
回
支
給
月
の
２
月
支
給
の
年
金
よ
り
徴
収

さ
れ
た
期
割
額
と
同
額
を
、
新
年
度
の
４
月
、
６

月
、
８
月
支
給
分
年
金
か
ら
徴
収
し
、
７
月
の
保

険
料
の
確
定
に
よ
っ
て
、
４
月
〜
８
月
の
仮
徴
収

で
納
め
た
額
を
控
除
し
た
残
額
を
、
10
月
以
降
に

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

※
原
則
と
し
て
、
保
険
料
は
年
金
の
支
給
時
に
天

引
き
さ
れ
る
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
が
、
口
座

振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
で
の
払
込
を
「
選
択
」

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
さ
れ
る
方 

は
、
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
窓
口
に
て
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
届
出
か
ら
手
続

き
完
了
ま
で
２
月
以
上
か
か
り
ま
す
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
の

皆
様
に
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
制
度
を
支
え
る
若
年
世

代
の
方
々
に
も
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
東

京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
広
報
誌
「
東

京
い
き
い
き
通
信
」
を
発
行
し
、
小
笠
原
村
で
は
全

戸
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

※
制
度
の
し
く
み
や
運
営
な
ど
は
、
広
域
連
合
の
お

問
合
せ
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
】 

《
開
設
時
間
》
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
平
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

《
連
絡
先
》 

 

０
５
７
０
―
０
８
６
―
５
１
９ 

 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

０
５
７
０
―
０
８
６
―
０
７
５ 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
４
月
15
日
（金
）午
後
７
時
〜
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田 

捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

 

《
連
絡
先
》 

０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録 

 

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
主
に
は
、
生
涯
１
回
の

登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

定
期
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 
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◎
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
13
日
（水
）午
前
９
時
〜
正
午 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
14
日
（木
）午
前
10
時
〜
正
午 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

※
海
況
等
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、
父
島

は
20
日
（水
）、
母
島
は
21
日
（木
）に
変
更
し

て
行
い
ま
す
。 

【
費
用
】
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

○
予
防
注
射
の
み 

 
 
 

３
５
５
０
円 

 

○
予
防
注
射
と
新
規
登
録 

６
５
５
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
９
５
１ 

 

父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業 

 

父
島
の
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
農
業
被
害
を
防
止
す
る
た

め
村
が
実
施
し
て
い
る
銃
器
お
よ
び
、
わ
な
に
よ
る

ノ
ヤ
ギ
駆
除
は
、
平
成
22
年
度
中
に
銃
器
２
１
９ 

頭
、
わ
な
29
頭
（３
月
28
日
現
在
）
、
合
計
２
４
８

頭
を
駆
除
し
ま
し
た
。 

な
お
、
今
年
度
か
ら
、
奥
村
周
辺
に
頻
繁
に
出
没

す
る
ノ
ヤ
ギ
を
駆
除
す
る
た
め
、
都
道
湾
岸
道
路 

第
一
ト
ン
ネ
ル
の
奥
村
側
入
口
か
ら
手
前
２
０
０
ｍ

以
内
の
山
側
の
区
域
で
、
銃
器
に
よ
る
駆
除
を
実
施

し
ま
す
。
駆
除
の
際
、
集
落
地
域
で
銃
声
が
聞
こ
え

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
安
全
確
認
を
厳
重
に
行

い
、
事
故
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
実
施
し
ま

す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

２
０
１
０
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

入
選
作
品
の
発
表 

  

２
０
１
０
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査

（特
別
審
査
員
・
写
真
家 

榊
原
透
雄
氏
）を
実
施
し
入

選
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
選
作
品
に
つ
い

て
は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
お
が
さ
わ
ら
丸
船
内
に
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
も

行
な
い
ま
す
。 

 

◎
入
選
者 

「 

」
内
は
作
品
名 

敬
称
略 

 

【
金
賞
】 

 

「
空
を
泳
ぐ
」 

 
 
 
 
 

南 

俊
夫 

【
銀
賞
】 

 

「
余
韻
」 

 
 
 
 
 
 
 

染
田 

祐
樹 

【
銅
賞
】 

「
よ
う
こ
そ
小
笠
原
へ
」 

 

仲
村
渠 

ま
み 

【
特
別
賞
】 

「
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
」 

 
 
 

天
野 

綾
子 

 
「
カ
ツ
オ
鳥
グ
ラ
イ
ダ
ー
」 

高
木 

潤 

 
「
ハ
シ
ナ
ガ
踊
る
」 

 
 
 

田
中 

宏
和 

【
佳
作
】 

 

「
私
の
特
等
席
」 
 
 
 
 

今
泉 

貴
裕 

 

「
あ
っ
、
い
る
い
る
！ 

」  

川
上 

憲
一 

 

「
家
族
の
島
、
小
笠
原
」 

 

追
川 

佳
奈
子 

 

「
混
浴
」 

 
 
 
 
 
 
 

川
又 

孝
弘 

 

「
親
子
の
共
演
！
！ 
」  

 

冨
田 

マ
ス
オ 

 

「
光
の
中
で
」 

 
 
 
 
 

福
田 

克
之 

 

「
海
面
の
雲
」 

 
 
 
 
 

高
橋 

智
子 

 

「
あ
り
が
と
う
」 

 
 
 
 

熊
谷 

道
代 

 

「
ず
っ
と
こ
こ
に
」 

 
 
 

酒
井 
隆
明 

 

「
少
年
」 

 
 
 
 
 
 
 

井
口 
仁 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 
 

村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 
 
 
 

http://w
w
w

.vill.ogasaw
ara.toky

o.jp/ 
 

小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
登
録
制
度
に 

関
す
る
検
討
状
況
（報
告
） 

  

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、「
小
笠
原

陸
域
ガ
イ
ド
登
録
制
度
」
運
用
開
始
に
向
け
て
様
々

な
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
登
録
制
度
は
陸
域
ガ
イ
ド
の
質
を
高
め
、
小

笠
原
固
有
の
自
然
や
文
化
を
保
全
し
て
適
正
で
持
続

的
な
利
用
を
図
り
、
利
用
者
や
地
域
社
会
に
信
頼
さ

れ
る
ガ
イ
ド
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
主
に
陸
域
の
野
外
に
お
い 

 

て
、
有
料
で
小
笠
原
を
案
内
し
た
り
解
説
し
た
り
す

る
方
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

３
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
協
議
会
で
は
、
ガ
イ
ド

登
録
制
度
の
実
施
要
綱
等
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

要
綱
に
定
め
た
陸
域
ガ
イ
ド
に
登
録
さ
れ
る
た
め

の
主
な
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

○
小
笠
原
村
に
住
所
を
置
き
、
ガ
イ
ド
業
等
へ
の

１
年
以
上
の
実
務
実
績
が
あ
る
こ
と
（
基
準
に

満
た
な
い
場
合
で
も
「
研
修
ガ
イ
ド
」
と
し
て

登
録
が
可
能
で
す
） 

○
各
種
法
令
や
自
主
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
プ
ロ 

フ
ィ
ー
ル
な
ど
の
情
報
を
公
開
す
る
こ
と 

○
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
講
習
を
受
講
し
て
い
る
こ 

 
 

 

 

と 

○
傷
害
保
険
お
よ
び
活
動
中
の
過
失
責
任
に
よ
る

賠
償
責
任
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と 

○
「
上
級
救
命
救
急
士
」
等
の
救
命
・
救
急
法
の

資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と 

※
別
途
社
会
福
祉
協
議
会
で
、
「
上
級
救
命
救
急
士
」

講
習
会
の
募
集
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
登
録
を

希
望
さ
れ
る
方
で
資
格
を
お
持
ち
で
な
い
方 

 

は
、
こ
の
機
会
の
受
講
を
お
奨
め
し
ま
す
。 

 

本
制
度
に
基
づ
く
「
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
講
習
」

等
は
今
年
度
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
が
、
初
年
度
の

対
応
な
ど
課
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て

は
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
引
き
続
き

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
基
軸
と
し
た
観
光
振
興
の
た
め

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
の 

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会 

事
務
局 

村
役
場
産
業
観
光
課 ２

―
３
１
１
４ 

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
係
長
級
】 

 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
長 

 
 

櫻
田 

誠
《
医
療
課
診
療
所
係
長
》 

 

医
療
課
診
療
所
係
長 

 
 

嶋 

太
郎
《
医
療
課
診
療
所
係
主
査
》 

 

教
育
課
教
育
係
長 

 
 

田
久
保 

洋
《
教
育
課
教
育
主
査
》 

 

総
務
課
総
務
係
主
査 

 
 

町
井 

和
博
《
総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
長
》 

 

財
政
課
財
政
係
主
査 

 
 

及
川 

英
典
《
教
育
課
教
育
係
長
》 

 

村
民
課
住
民
係
主
査 

 
 

浅
賀 

享
平
《
村
民
課
福
祉
係
主
査
》 

 

建
設
水
道
課
主
査 

 
 

松
谷 

諭
《
総
務
課
総
務
係
主
査
》 

 

教
育
課
教
育
係
主
査 

 
 

亀
山 

孝
《
建
設
水
道
課
主
査
》 

 

総
務
課
総
務
係
主
査[

昇
格] 

 
 

山
下 

正
裕
《
財
政
課
財
政
係
主
任
》 

 

総
務
課
企
画
政
策
室
主
査[

昇
格] 

 
 

石
原 

洋
介
《
総
務
課
企
画
政
策
室
主
任
》 

 

財
政
課
財
政
係
主
査[

昇
格] 

 
 

川
上 

勲
《
財
政
課
財
政
係
主
任
》 

 

建
設
水
道
課
主
査[

昇
格] 

 
 

清
水 

幸
司
《
建
設
水
道
課
主
任
》 

【
主
任
級
】 

 

財
政
課
税
務
係
主
任 

 
 

小
林 

修
一
《
村
民
課
住
民
係
主
任
》 

 

村
民
課
福
祉
係
主
任 

 
 

安
藤 

武
史
《
総
務
課
総
務
係
主
任
》 

 

医
療
課
診
療
所
係
主
任[

昇
格] 

 
 

小
野
寺 

将
嘉
《
医
療
課
診
療
所
係
主
事
》 

 

【
主
事
級
】 

 

村
民
課
福
祉
係
母
島
勤
務 

 
 

安
田 

笑
子
《
村
民
課
福
祉
係
父
島
勤
務
》 

 

医
療
課
診
療
所
係 

 
 

奥
原 

茂
《
財
政
課
付
》 

【
採
用
（主
任
級
）
】 

 

村
民
課
福
祉
係
主
任 

 
 

金
児 

千
鶴
〔
介
護
支
援
専
門
員
〕 
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１
万
５
千
円
以
上 

１
万
円
以
上 

１
万
５
千
円
未
満 

宿
泊
料
金 

（１
人
１
泊
） 

２
０
０
円 

 

１
０
０
円 

  

税 

率 

 

 
村
民
課
福
祉
係
主
任
（父
島
保
育
園
） 

 
 

泉
原 

み
ど
り
〔
保
育
士
〕 

 
 

松
澤 

寿
恵
〔
保
育
士
〕 

 

村
民
課
福
祉
係
主
任(

母
島
保
育
園) 

 
 

奥
山 
紀
子
〔
保
育
士
〕 

 

医
療
課
診
療
所
係
主
任
（太
陽
の
郷
） 

 
 

木
村 

賢
〔
介
護
福
祉
士
〕 

【
採
用
（主
事
級
）
】 

 

医
療
課
付
（小
笠
原
村
診
療
所
） 

 
 

小
宮 

さ
つ
き
〔
薬
剤
師
〕 

 
 

佐
伊 

友
子
〔
栄
養
士
〕 

 
 

鈴
木 

靖
範
〔
理
学
療
法
士
〕 

 
 

竹
部 

泉
〔
助
産
師
〕 

 
 

佐
々
木 

順
子
〔
看
護
師
〕 

 
 

賀
川 

美
也
子
〔
看
護
師
〕 

 
 

亀
崎 

美
智
子
〔
看
護
師
〕 

 
 

元
田 

ち
づ
る
〔
看
護
師
〕 

 
 

萩
元 

紋
子
〔
看
護
師
〕 

 

医
療
課
付
（太
陽
の
郷
） 

 
 

堀 

洋
子
〔
介
護
福
祉
士
〕 

 
 

猪
村 

和
江
〔
介
護
員
〕 

 

母
島
支
所
付 

 
 

田
口 

哲
郎
〔
技
術
〕 

【
採
用
（医
師
）
】 

 

医
療
課
付
（小
笠
原
村
診
療
所
） 

 
 

高
田 

寿 

【
採
用
（任
期
付
）
】 

 

村
民
課
付
（父
島
保
育
園
） 

 
 

井
上 

裕
美
子
〔
保
育
士
〕 

 

医
療
課
付
（太
陽
の
郷
） 

 
 

高
橋 

は
る
み
〔
介
護
福
祉
士
〕 

 
 

小
澤 

直
也
〔
介
護
員
〕 

 
 

保
坂 

麻
美
子
〔
介
護
員
〕 

 
 

北
村 

結
希
〔
介
護
員
〕 

【
派
遣
職
員
（転
入
）
】 

 

医
療
課
診
療
所
係
（母
島
診
療
所
） 

 
 

岡
田 

祐
樹
〔
医
師
〕
《
東
京
都
》 

【
派
遣
職
員
（転
出
）
】
３
月
31
日
付 

 

東
京
都 

 
 

堀
家 

英
之
〔
医
師
〕 

《
診
療
所
診
療
所
係
（母
島
診
療
所
）
》 

 

【
退
職
】
３
月
31
日
付 

 
 

野
上 

貴
代
〔
保
健
師
〕 

《
村
民
課
福
祉
係
母
島
勤
務
》 

 
 

鈴
木 

香
奈
〔
保
育
士
〕
《
村
民
課
福
祉
係
》 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
２
月
27
日
〜
３
月
８
日 

○
離
島
航
路
改
善
検
討
協
議
会
出
席 

○
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
会
議
出
席 

○
島
し
ょ
振
興
公
社
理
事
会
出
席 

○
地
域
創
造
力
対
策
協
議
会
出
席 

○
東
京
都
町
村
会
町
村
長
会
議
出
席 

○
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
打
ち
合
わ
せ
（Ｎ
Ｔ
Ｔ
） 

○
国
会
議
員
挨
拶 

等 
 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

    

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
４
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
４
月
11
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

 
 

 
 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

  

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
15
日
（金
）午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証

な
ど
） 

※
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）お
よ
び
講
習
修
了
証

の
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
終
了
後

も
引
き
続
き
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は

再
申
請
ま
た
は
更
新
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

宿
泊
税
（都
税
）に
つ
い
て 

  

宿
泊
税
は
、
島
内
（都
内
）の
ホ
テ
ル
・
旅
館
に
宿

泊
す
る
方
に
課
税
さ
れ
る
都
税
で
す
。 

宿
泊
税
の
税
収
は
、
国
際
都
市
東
京
の
魅
力
を
高

め
る
と
と
も
に
、
観
光
の
振
興
を
図
る
施
策
に
要
す

る
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。 

宿
を
新
規
に
開
業
さ
れ
る
方
や
、
す
で
に
宿
を
開

業
さ
れ
て
い
る
方
で
宿
泊
料
金
を
変
更
な
さ
っ
た
場

合
は
、
次
の
内
容
に
、
ご
留
意
願
い
ま
す
。 

【
納
め
る
額
】
宿
泊
数
×
税
率 

       

※
宿
泊
料
金
と
は
、
食
事
料
金
な
ど
を
含
ま
な 

い
、
い
わ
ゆ
る
「
素
泊
ま
り
」
の
料
金
を
い
い

ま
す
。 

【
納
め
る
時
期
お
よ
び
方
法
】 

 
 

ホ
テ
ル
・
旅
館
の
経
営
者
（
特
別
徴
収
義
務
者
）

が
、
宿
泊
者
か
ら
税
金
を
預
か
り
、
１
か
月
分
を

ま
と
め
て
翌
月
末
日
ま
で
に
、
支
庁
ま
た
は
、
千

代
田
都
税
事
務
所
へ
申
告
し
て
納
め
ま
す
。 

※
事
前
に
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
の
登
録
申

請
等
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
（電
子

申
請
可
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

 

東
京
都
小
笠
原
住
宅
あ
き
家
入
居
者
募
集 

 

【
募
集
対
象
】 

６
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
５
月
31
日
ま
で
に

発
生
す
る
あ
き
家
住
宅
（母
島
に
つ
い
て
は
、
６
月

１
日
時
点
で
あ
き
家
に
な
っ
て
い
る
住
宅
を
含

む
） 

【
申
込
資
格
】 

① 

昭
和
19
年
３
月
31
日
に
小
笠
原
に
住
所
を

有
し
、
昭
和
43
年
６
月
25
日
に
小
笠
原
諸
島

以
外
の
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
方

で
、
小
笠
原
諸
島
に
永
住
を
希
望
す
る
方 

② 

①
の
配
偶
者
ま
た
は
直
系
血
族
の
方
で
小
笠

原
に
永
住
を
希
望
す
る
方 

③ 

申
込
日
現
在
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を 

し
、
小
笠
原
村
に
居
住
し
て
い
る
方 

【
申
込
期
間
】 

 
 

４
月
18
日
（月
）〜
５
月
６
日
（金
） 

 
 

※
郵
送
の
場
合
は
５
月
６
日
（金
）の
消
印
有
効 

【
募
集
案
内
配
布
】 

 
 

４
月
１
日
（
金
）
〜
５
月
６
日
（
金
）
ま
で
の 

 

間
、
「募
集
案
内
」を
次
の
場
所
で
配
布
し
ま
す
。 

 

○
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 

○
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 

○
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー 

 

○
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
住
宅
係 

２
―
２
１
２
３ 
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原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 

 

【
試
験
日
時
】
４
月
23
日
（土
）午
前
９
時
〜 

【
申
込
締
切
】
４
月
22
日
（金
）午
後
５
時 

 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

※
申
込
時
に
本
籍
記
載
の
住
民
票
が
、
必
要
に
な

り
ま
す
。 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

平
成
23
年
度
「
島
し
ょ
法
律
相
談
」 

 

〜
電
話
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
〜 

  

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
々 

 

が
、
法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
出
会
っ
た
時
の
た
め 

 

に
、
電
話
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

【
相
談
日
】
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日 

 

※
祝
祭
日
を
除
く
。 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
〜
４
時 

 

※
相
談
中
の
場
合
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と
も
ご
ざ

い
ま
す
。
事
前
に
ご
予
約
を
い
た
だ
く
と
確
実

で
す 

【
事
前
予
約
受
付
時
間
】 

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

●
問
合
せ
先
・
相
談
・
事
前
予
約
受
付 

 
 

東
京
都
生
活
文
化
局 

都
民
の
声
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
２
４
５ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
（予
約
が
必
要
で
す
）
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
16
日
（土
）午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
17
日
（日
）午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
村
民
相
談
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

※
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を 

 

除
く 

※
次
回
は
、
６
月
の
予
定
で
す
。 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日
程
】
４
月
22
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

東
京
都
島
し
ょ
地
域
中
小
企
業
等 

 
 
 
 
 

 

振
興
補
助
事
業
創
設 

  

島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
新
し
い
補
助
事
業
と
し

て
「
東
京
都
島
し
ょ
地
域
中
小
企
業
等
振
興
補
助
事

業
」
を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。 

新
た
に
取
り
組
む
事
業
を
支
援
し
ま
す
。 

【
補
助
対
象
事
業
者
】 

中
小
企
業
、
個
人
事
業
者
、
創
業
予
定
者
等 

※
法
人
ま
た
は
個
人
で
、
東
京
都
島
し
ょ
地
域
に

主
た
る
事
業
所
を
持
ち
、
事
業
を
営
ん
で
い
る

こ
と
（
法
人
の
場
合
は
島
し
ょ
地
域
に
登 

 

記
、
個
人
の
場
合
は
島
し
ょ
地
域
に
開
業
届
出

し
て
い
る
こ
と
）。 

※
創
業
予
定
者
の
場
合
は
、
事
業
完
了
ま
で 

 

に
、
島
し
ょ
地
域
に
登
記
ま
た
は
開
業
届
出
が

必
要
。 

【
対
象
事
業
】 

 

○
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
の
振
興
に
関
す
る

事
業 

 

○
右
記
に
関
連
し
た
事
業
展
開
に
関
す
る
事
業 

【
条
件
】 補

助
申
請
は
、
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社

が
実
施
す
る
東
京
都
中
小
企
業
応
援
フ
ァ
ン

ド
地
域
資
源
活
用
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
助

成
事
業
（以
下
「
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
」
）へ
の

申
請
を
条
件
と
し
、
当
該
助
成
事
業
の
審
査
結

果
に
基
づ
き
、
採
択
し
ま
す
。 

【
補
助
金
額
】 

対
象
経
費
の
10
分
の
９
か
ら
フ
ァ
ン
ド
助
成

金
額
を
除
い
た
額 

※
対
象
経
費
は
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
と
同
じ
。 

《
当
公
社
補
助
限
度
額
》
１
千
万
円 

《
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
限
度
額
》
８
０
０
万
円 

《
合
計
》
１
８
０
０
万
円 

【
事
業
期
間
】
２
年
以
内 

【
そ
の
他
】 

募
集
す
る
時
は
、
年
２
回
町
村
広
報
に
よ
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
企
画
管
理
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

 

公
社
と
協
同
で
行
う 

人
材
育
成
事
業
（第
１
回
） 

  

島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
地

域
振
興
に
係
る
人
材
育
成
事
業
」
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、「
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
」
と
別
事
業

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
こ
の
た
び
「
公

社
と
協
同
で
行
う
人
材
育
成
事
業
」
と
名
称
を
変
更

し
、
年
１
回
の
募
集
か
ら
年
３
回
の
募
集
に
改
め
ま

す
。 第

１
回
募
集
は
次
の
と
お
り
で
す
、
お
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
事
業
内
容
】 

島
の
振
興
に
必
要
な
人
材
育
成
事
業
計
画
を

公
社
と
申
請
者
が
役
割
分
担
に
応
じ
て
協
同
し
て

実
施
す
る
。 

【
支
援
の
対
象
と
な
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（
島
し
ょ
地
域
在
住
者
）
の
組 

織
、
団
体
や
グ
ル
ー
プ 

○
小
規
模
企
業
者
や
個
人
事
業
者
に
属
す
る
従
業

員
、
ス
タ
ッ
フ 

【
対
象
事
業
】
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
事
業 

【
申
込
か
ら
事
業
終
了
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

 

《
募
集
期
間
》
４
月
１
日
（金
）〜
５
月
31
日
（火
）

 

 

《
事
業
期
間
》
平
成
24
年
３
月
末
ま
で 

 

《
役
割
分
担
》 

採
択
後
、
公
社
と
申
請
者
は
事
業
内
容
に
応

じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
協
議
し
ま
す
。 

 

《
報
告
書
》 

事
業
終
了
に
あ
た
り
、
申
請
者
は
事
業
報
告

書
を
提
出
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
業
務
課 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

 

東
京
諸
島
特
産
品
Ｐ
Ｒ
ス
タ
ッ
フ
募
集 

  

島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
毎
年
各
地
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、
東
京
諸
島
や
特
産
品
の 

Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
つ
い
て 

 
 

は
、
Ｐ
Ｒ
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

応
募
、
ご
紹
介
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
仕
事
内
容
】 

 
 

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
東
京
諸
島
特
産
品
販
売
お

よ
び
Ｐ
Ｒ 

※
土
日
の
２
日
間
で
年
間
15
回
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
予
定
。 
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【
勤
務
地
】 

東
京
都
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
な
ど
の
各
イ

ベ
ン
ト
会
場 

【
日
給
】
１
万
円
（交
通
費
込
み
） 

【
勤
務
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

※
各
イ
ベ
ン
ト
よ
っ
て
変
更
が
あ
り
ま
す
。 

※
登
録
制
な
の
で
皆
さ
ん
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合

わ
せ
て
対
応
し
ま
す
。 

【
資
格
】 

都
内
在
住
で
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
出
身
の

18
歳
以
上
の
方 

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
後 

日
面
接
を
行
い
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
４
月
28
日
（木
） 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
業
務
課 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

 

父
島
上
級
救
命
講
習
会
受
講
生
募
集 

  

中
学
生
以
上
の
村
民
の
方
を
対
象
に
、
父
島
上
級

救
命
講
習
会
（新
規
講
習
・
再
講
習
）を
開
催
し
ま
す
。

受
講
者
修
了
者
に
は
「
上
級
救
命
技
能
認
定
証
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。 

【
新
規
講
習
】 

《
対
象
》 

初
め
て
受
講
す
る
方
、
認
定
期
間
が
過
ぎ
て

い
る
方
。 

 

《
日
程
》
６
月
19
日
（日
）、
20
日
（月
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（昼
休
憩
有
） 

 

《
参
加
費
》
２
６
０
０
円 

（テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
教
材
） 

【
再
講
習
】 

 

《
対
象
》
平
成
21
年
に
講
習
会
を
受
講
し
た
方
。 

 

《
日
程
》
次
の
日
程
か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。 

○
６
月
18
日
（土
）午
後
７
時
〜
10
時 

○
６
月
20
日
（月
）午
前
９
時
〜
正
午 

○
６
月
20
日
（月
）午
後
２
時
〜
５
時 

 

《
参
加
費
》
１
６
０
０
円 

（テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
教
材
） 

【
共
通
事
項
】 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

※
都
合
に
よ
り
会
場
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

《
定
員
》
村
内
掲
示
板
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

《
内
容
》
救
命
手
当
（成
人
、
小
児
、
乳
児
）、 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、
応
急
手
当
等 

 

《
募
集
期
間
》
４
月
１
日
（金
）〜
30
日
（土
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
９
１
１ 

 

社
会
福
祉
法
人
明
老
会 

 
 

非
常
勤
訪
問
介
護
員
募
集 

 

【
仕
事
内
容
】 

訪
問
介
護
事
業
所
で
の
介
護
業
務
、
事
業
所
事

務
他 

【
採
用
人
員
】
１
名 

【
応
募
資
格
】 

介
護
福
祉
士
、
普
通
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
可
）
、 

 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
経
験
３
年
以
上 

【
給
料
等
】
日
給
９
１
０
０
円
（月
払
い
） 

 
 

各
種
保
険
完
備
、
年
度
契
約
・
更
新
あ
り 

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
の
内
７
時
間 

【
休
日
】
週
休
２
日
制
、
シ
フ
ト
表
に
よ
り
決
定 

【
募
集
期
間
】
決
定
ま
で 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

明
老
会 

 
 
 

小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
９
１
１ 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
月
例
大
会 

 

参
加
者
募
集
（父
島
） 

 

社
協
で
は
村
民
の
健
康
維
持
増
進
を
図
り
、
世
代

交
流
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
普
及
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
月
例
大
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
４
月
16
日
（土
）午
前
９
時 

【
会
場
】
奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド 

【
参
加
費
】
無
料 

【
申
込
締
切
】
４
月
15
日
（金
） 

【
申
込
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
、
ク
ラ 

ブ
ハ
ウ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー 

【
競
技
方
法
】 

○
８
ホ
ー
ル
４
ラ
ウ
ン
ド
（個
人
戦
） 

○
合
計
打
数
の
少
な
い
人
が
勝
ち
。 

※
初
め
て
の
方
も
楽
し
く
プ
レ
ー
が
で
き
ま
す
。 

※
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
は
社
協
で
用
意
し
ま
す
。 

※
競
技
運
営
協
力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

２
０
１
１
「こ
ど
も
の
読
書
週
間
」 

― 

友
だ
ち
１
０
０
冊
つ
く
る
ん
だ
―  

 

こ
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
本
を
、
こ
ど
も
た
ち
に
も
っ

と
本
を
読
む
場
所
を
と
の
願
い
か
ら
、
４
月
23
日
の

「
世
界
本
の
日
」「
子
ど
も
読
書
の
日
」
か
ら
３
週
間

（４
月
23
日
〜
５
月
12
日
）２
０
１
１
年
「
こ
ど
も

の
読
書
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

「
幼
少
の
時
か
ら
書
物
に
親
し
み
、
読
書
の
喜
び
や

楽
し
み
を
知
り
、
物
ご
と
を
正

し
く
判
断
す
る
力
を
つ
け
て
お

く
こ
と
が
、
こ
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
ど
ん
な
に
大
切
な
こ
と
か

…
。
こ
ど
も
に
読
書
を
勧
め
る

だ
け
で
な
く
、
大
人
に
と
っ
て

も
こ
ど
も
の
読
書
の
大
切
さ
を

考
え
る
と
き
、
そ
れ
が
『
こ
ど

も
の
読
書
週
間
』
で
す
。
（社
）

読
書
推
進
運
動
協
議
会
よ
り
」 

  

昨
年
に
引
き
続
き
、
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
を
実
施
す
る
予
定
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
（
10
代
の
青
少
年
向
き
）
の
本

は
２
階
図
書
室
に
あ
り
、
大
人
に
も
読
め
る
絵
本
も

あ
り
ま
す
。 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
校
中
学
年
く
ら
い
ま
で
の
児

童
向
け
に
は
、
１
階
に
約
６
千
冊
（
２
０
１
０
年
に

は
３
７
７
６
冊
の
貸
出
が
あ
り
ま
し
た
）の
本
が
あ

り
ま
す
。
２
０
０
８
年
５
月
か
ら
一
時
的
に
、
福
祉

団
体
室
２
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
の
一
部
に

書
架
を
設
置
し
、
子
ど
も
の
本
を
分
割
し
て
移
転
・

開
架
し
て
い
ま
す
。
使
い
に
く
い
点
が
多
々
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
徐
々
に
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ

ひ
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
図
書
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

２
０
０
５
年
度
よ
り
、
父
島
内
の
各
学
校
図
書
室

と
父
島
図
書
室
と
が
連
携
し
、
図
書
室
を
充
実
さ 

せ
、
こ
ど
も
の
読
書
を
推
進
す
る
よ
う
に
相
互
協
力

し
て
い
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

 
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
９
１
１ 

 
 

小
笠
原
小
学
校
図
書
室 

 
 

２
―
２
０
１
２ 

 
 

小
笠
原
中
学
校
図
書
室 

 
 

２
―
２
５
０
２ 

 
 

小
笠
原
高
校
図
書
館 

 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（宮
之
浜
） 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
月
は
、
宮
之
浜
で
行
い
ま
す
。 

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
で
も
よ
く
利
用
す
る
海

岸
を
綺
麗
に
保
ち
、
島
民
も
観
光
客
も
快
適
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
27
日
（水
）午
前
６
時
集
合 

 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

【
集
合
場
所
】
宮
之
浜 

【
持
ち
物
】
お
持
ち
の
方
は
軍
手 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 
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専
門
診
療 

 

◎
眼
科 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
17
日
（日
）
午
後 

 
 
 
 
 
 

 

   
    

   
    

    
    

    
   

    
    

   

18
日
（月
）
午
後 

 
 
 
 
 
 

 

   
    

   
    

    
    

    
   

    
    

   

19
日
（火
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

 

   
    

   
    

    
    

    
   

    
    

   

20
日
（水
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

 

   
    

   
    

    
    

    
   

    
    

   

21
日
（木
）
午
前 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
22
日
（金
）
午
後 

 
 
 
 
 
 

 

   
    

   
    

    
    

    
   

    
    

   

23
日
（土
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

 

   
    

   
    

    
    

    
   

    
    

   

25
日
（月
）
午
前
・
午
後 

○
受
診
の
際
に
は
、
ア
イ
メ
イ
ク
は
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。 

○
眼
科
検
査
後
は
、
普
段
よ
り
も
眩
し
く
物
が
見
え

づ
ら
く
な
り
ま
す
。
お
車
等
の
運
転
は
大
変
危
険

で
す
の
で
、
乗
り
物
で
の
来
院
は
、
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。 

○
メ
ガ
ネ
処
方
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
今
お
使
い
の

眼
鏡
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
老
眼
鏡
を
お
使
い
の

方
も
同
様
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

○
新
規
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ

ん
。
現
在
お
使
い
の
商
品
を
継
続
使
用
さ
れ
る
方

の
み
処
方
箋
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
レ

ン
ズ
の
詳
細
が
分
か
る
よ
う
に
左
右
の
現
物
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

○
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

《
受
付
時
間
》 

午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

 
 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

◎
産
科
・
婦
人
科 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
12
日
（木
） 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
５
月
16
日
（月
）、
17
日
（火
）、 

 
 
 
 
 
 
 

19
日
（木
）、 

20
日
（金
） 

※
予
約
制
で
す
の
で
、
平
日
（水
曜
日
を
除
く
）
午
後

１
時
30
分
〜
５
時
の
間
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

◎
眼
科
・
産
科
・
婦
人
科
共
通 

 

【
場
所
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

《
母
島
》
母
島
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

心
身
障
害
者
（児
）巡
回
相
談 

  

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
巡
回

相
談
を
行
い
ま
す
。 

相
談
で
き
る
内
容
は
、
目
（視
覚
障
害
）
、
耳
（聴
覚

障
害
）
、
肢
体
不
自
由
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

本
相
談
は
隔
年
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
（予
約
制
で
す
）
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
18
日
（水
）午
後
２
時
〜
５
時 

 
 
 
 
 
 
 

  

19
日
（木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
20
日
（金
）午
前
10
時
〜
正
午 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
対
象
者
】 

 
①
身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
た
い
方 

《
障
害
部
位
》
目
、
耳
、
肢
体
不
自
由 

②
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方 

 

で
、
内
容
の
変
更
を
し
た
い
方 

③
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方 

 

で
、
車
い
す
、
下
肢
装
具
、
補
聴
器
等
の
補
装

具
が
必
要
な
方
お
よ
び
修
理
が
必
要
な
方
。 

※
た
だ
し
、
一
般
的
な
Ｔ
字
型
杖
の
交
付
お
よ
び
介

護
保
険
法
対
象
者
（
65
歳
以
上
の
障
害
者
）
の
車

い
す
（標
準
型
）の
交
付
は
除
き
ま
す
。 

【
予
約
期
限
】
４
月
14
日
（木
） 

※
予
約
さ
れ
て
い
な
い
と
会
場
に
お
越
し
に
な
っ

て
も
相
談
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方 

は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

 
 
 
 
 

 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
14
日
（木
）午
後
２
時
〜
３
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
21
日
（木
）午
後
２
時
〜
３
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

今
回
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
４
月
15
日
（金
） 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口 

【
必
要
な
も
の
】
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
時
は
、
室
内
で
実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
１(

父
島
） 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
１
を
開
講
し
ま
す
。 

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２３，５９０ (+1,020) １１，８００ (+510) 
特 ２ 等 ３５，３８０ (+1,530) １７，７００ (+770) 
１ 等 ４７，１８０ (+2,040) ２３，５９０ (+1,020) 
特 １ 等 ５４，５４０ (+2,350) ２７，２８０ (+1,180) 
特 等 ５９，０４０ (+2,550) ２９，５３０ (+1,280) 
２等（学割） １８，８８０ (+820)  

２等 
（身体障害者割引） 

１１，８００ (+510)  ５，９１０ (+260) 
村民割引 
（往復）２等 ３５，３９０ (+1,530) １７，７１０ (+770) 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １５，６６０ (＋456) 

２  等  品 １４，５７９ (＋425) 

３  等  品 １３，４１１ (＋391) 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５６９ (＋46) 

０．０７５トン以下  １，１６８ (＋34) 

 

４月の燃料油価格変動調整金  

 ４月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合
わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ８，７９０ （+726） 

２  等  品 ８，２４０ （+680） 

３  等  品 ７，６９１ （+635） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８８１ （+73） 

０．０７５トン以下 ６６４ （+55） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，３５０ (+570) ２，１８０ (+290) 

１ 等 ８，６９０ (+1,130) ４，３５０ (+570) 

村民割引 
（往復）２等 ５，６６０ (+740) ２，８４０ (+380) 
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小笠原村小学校５年生の皆さん 

ザトウクジラ平均発見頭数 

【
日
時
】
火
曜
日
と
木
曜
日
（祝
祭
日
は
除
く
） 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
上
履
、
運
動
に
適
し
た
服
装 

【
内
容
】
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
整
え
る
運
動
を
中
心

に
健
康
に
役
立
つ
豆
知
識
や
脳
ト
レ
等
、
体
操

初
心
者
〜
中
級
者
向
け
の
内
容
で
す
。 

【
申
込
先
】
村
役
場
村
民
課
福
祉
係
ま
た
は
、
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

明
老
会 

 
 
 
 

２
―
３
９
１
１ 

    

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
新
し
く
小
笠
原
村
の
村
民
と
な
ら
れ
た
方
々
へ 

 

【
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
】 

 
 

現
在
小
笠
原
村
は
、
世
界
遺
産
条
約
に
基
づ
く

世
界
自
然
遺
産
の
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 
 

平
成
22
年
１
月
に
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値

を
示
し
た
「
推
薦
書
」
を
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
、
同
年
７
月
に
２
名
の

調
査
員
に
よ
る
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
平
成
23
年
６
月
の
第
35
回
世
界
遺
産
委

員
会
で
小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
可

否
が
決
定
し
ま
す
。 

【
特
殊
で
繊
細
な
小
笠
原
の
自
然
】 

 
 

小
笠
原
諸
島
は
、
そ
の
誕
生
以
来
、
大
陸
と
陸

続
き
に
な
っ
た
こ
と
が
無
い
海
洋
島
で
す
。
偶
然

流
れ
着
い
た
動
植
物
が
独
自
の
進
化
を
遂
げ
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
固
有
種
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
小
笠
原
の
固
有
種
は
、
外
敵
か
ら

身
を
守
る
方
法
を
知
り
ま
せ
ん
。
環
境
の
変
化
や

外
敵
の
侵
入
に
対
し
と
て
も
弱
い
の
で
す
。 

【
小
笠
原
の
自
然
を
守
る
た
め
に
】 

 
 

小
笠
原
の
生
態
系
は
、
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て

持
ち
込
ま
れ
た
「
外
来
種
」
の
影
響
に
よ
り
急
速

に
失
わ
れ
ま
す
。
新
た
な
外
来
種
問
題
を
作
ら
な

い
た
め
に
も
、
島
外
か
ら
動
植
物
を
持
ち
込
ま
な

い
よ
う
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

○
父
島
、
母
島
以
外
の
属
島
に
上
陸
す
る
場
合 

は
、
荷
物
に
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
な
ど
が
紛
れ

込
ん
で
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も 

に
、
衣
服
に
外
来
植
物
の
種
が
つ
い
て
い
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

○
陸
産
貝
類
の
一
番
の
天
敵
で
あ
る
プ
ラ
ナ
リ
ア

の
拡
散
を
防
ぐ
た
め
、
他
の
島
に
行
く
場
合
は

も
ち
ろ
ん
、
島
内
の
移
動
時
も
靴
底
の
泥
落
と

し
や
海
水
洗
浄
を
行
う
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。 

【
小
笠
原
村
飼
い
ネ
コ
適
正
飼
養
条
例
】 

 
 

小
笠
原
で
は
、
捨
て
ら
れ
た
ノ
ネ
コ
が
貴
重
な

動
物
や
鳥
た
ち
を
捕
食
し
、
生
態
系
を
こ
わ
し
て

い
ま
す
。
小
笠
原
村
で
は
、「
小
笠
原
村
飼
い
ネ
コ

適
正
飼
養
条
例
」
に
よ
っ
て
「
村
へ
の
飼
い
ネ
コ

登
録
」
「
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
挿
入
」
「
遺
棄
の
禁

止
」「
公
共
の
場
所
や
他
人
の
土
地
を
清
潔
に
保
つ

こ
と
」
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

村
へ
の
飼
い
ネ
コ
登
録
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

方
は
、
村
役
場
総
務
課
企
画
政
策
室
ま
た
は
母
島

支
所
に
て
登
録
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。（
登
録
料

は
、
１
頭
目
５
０
０
円
、
２
頭
目
以
降
３
５
０
円
） 

 
 

ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
に
よ
っ
て
飼
い
ネ
コ

と
ノ
ラ
ネ
コ
の
区
別
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
の
入
っ
て
い
な
い
ネ
コ
は
、
ノ
ラ
ネ

コ
と
見
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
村
の
巡
回

診
療
な
ど
を
利
用
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
挿

入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
今
年
も
ク
ジ
ラ
は
元
気
で
す 

 

現
在
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
シ
ー
ズ

ン
真
っ
盛
り
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
小
笠
原
に
来
遊
す

る
12
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
約
半
年
間
、
海
況
が

良
い
日
は
ほ
ぼ
毎
朝
30
分
間
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー 

シ
ョ
ン
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
定
点
観
測
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
グ
ラ
フ
は
現
在
調
査
継
続
中
の
今
シ
ー

ズ
ン
の
平
均
発
見
頭

数
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。 

12

月
と
１
月
に

少
な
か
っ
た
平
均
発

見
頭
数
が
２
月
に
な

る
と
急
激
に
増
加 

し
、
３
月
に
ピ
ー
ク

に
達
し
て
い
る
様
子

が
分
か
る
か
と
思
い

ま
す
。
母
島
で
は
観

測
調
査
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
２
月
と

３
月
に
、
は
は
じ
ま
丸
で
実
施
し
た
船
内
イ
ベ
ン
ト

の
解
説
員
よ
り
、
毎
便
は
は
じ
ま
丸
か
ら
も
数
多
く

の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
目
撃
し
て
い
る
、
と
い
う
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
後
半
は
ど
の
よ

う
な
出
現
傾
向
と
な
る
の
か
楽
し
み
で
す
。 

ち
な
み
に
今
シ
ー
ズ
ン
の
初
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は

11

月
21

日
で
し
た
。
「
い
よ
い
よ
シ
ー
ズ
ン 

 

だ
」
、
と
思
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
気
が
付
け 

 
 

ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
シ
ー
ズ
ン
後
半
へ
と
突
入
し

ま
し
た
。 

 
 

で
も
、
ま
だ
ま
だ
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
シ
ー
ズ
ン
は

続
き
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！ 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
119 

 

―
人
工
ふ
化
放
流
事
業
１
０
０
周
年 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
結
果
報
告
― 

 

３
月
４
日
に
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
総
勢
２
０
０
名
を
超
え
大
盛
況

で
し
た
。 

副
村
長
の
開
会
の
ご
挨
拶
の
次
は
、
小
笠
原
村
小

学
校
５
年
生
の
発
表
で
し
た
。
「
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の

旅
」
を
生
徒
全
員
で
合
唱
し
た
後
は
、
総
合
学
習
で

１
年
間
か
け
て
学
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
の
知
識
を
ク
イ
ズ

形
式
で
行
い
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
「
へ
ぇ
〜
」「
知

ら
な
か
っ
た
」
な
ど
の
声
も
上
が
り
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
か
ら
「
ウ

ミ
ガ
メ
は
減
っ
て
い
る
か
？ 

」
「
小
笠
原
の
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
」「
人
工
ふ
化
放
流
事
業
の
あ
ゆ
み
」
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
世
界
的
に
見
た
ウ
ミ
ガ

メ
は
捕
獲
・
混
獲
・
人
間
の
経
済
活
動
・
政
治
的
理

由
な
ど
の
減
少

要
因
が
あ
る
一

方
で
、
国
際
自

然
保
護
連
合
・

ワ
シ
ン
ト
ン
条

約
・
ボ
ン
条

約
・
天
然
記
念

物
な
ど
に
指
定

さ
れ
守
ら
れ
て

い
る
事
。
小
笠

原
海
洋
セ
ン 

タ
ー
で
実
施
し

て
い
る
調
査
や

研
究
な
ど
か
ら
、
短

期
飼
育
後
に
標
識
放
流
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
は
再
捕
獲
に

よ
り
、
日
本
の
太
平
洋
沿
岸
へ
向
か
う
事
が
判
っ
て

来
た
こ
と
や
、
人
工
ふ
化
放
流
事
業
が
始
ま
っ
た
経

緯
や
１
０
０
年
に
渡
る
歴
史
の
紹
介
、
こ
れ
か
ら
も

小
笠
原
で
は
継
続
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
す
る

必
要
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。 

最
後
の
招
待
講
演
で
は
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
主

任
研
究
員
の
松
沢
慶
将
博
士
か
ら
「
人
工
ふ
化
放
流

事
業
の
意
義
と
課
題
」
と
い
う
題
目
で
、
小
笠
原
の

人
工
ふ
化
放
流
事
業
が
世
界
の
先
駆
け
に
な
っ
た
事

や
、
短
期
育
成
放
流
が
今
後
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

来
る
事
、
世
界
の
現
状
な
ど
も
含
め
た
大
変
興
味
深

い
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

お
忙
し
い
中
、
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
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クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：東北地方太平洋沖大震災、津波により被災された方々にお見舞いを申し上げます。

昨年度は小笠原でも、台風、地震、津波と自然災害の危機にさらされる機会が多

かったと思います。またインフルエンザの流行もありましたね。 
 

保健師：自然災害は、いつ起こるかわかりません。感染症も感染経路によっては広がりや

すくなってしまいます。被災地の方々の様子を見ていて、日々の健康管理の大切

さを改めて見直しました。 
 

クジラ：そうですね、私も 1 日 1 日を大切に生きようと思いました。日々の生活を見直

して、体調を崩さないようにしていきたいと思います！ 
 

保健師：1 日 1 日を大切に過ごしましょうね。 

新年度がはじまり、進学・進級したり、職場でも異動や転勤になったりと、新しい環境に 

変わった方も多いと思います。そうです、新しい節目となる時期でもあります。 

ここで、もう一度今までの生活習慣を見直して、1 年間元気に過ごせるように健康な体づ 
くりをしていきましょう！ 

 

1 年に 1 回は健康診断を！ 

病気を未然に防ぐため、また万が一の病気を早期発見・治療するためには健康診断が有効です。 

結果はよく読み、食事や生活の見直しに役立てましょう。 

体調の変化を把握したり、継続的に検査結果を比較したりするためにも、なくさないように保管しておきましょう。
 

★健康診断結果票をまだ取りに来ていない方がいますので、すぐに福祉係、母島支所に取りに行きましょう。 

睡眠やこころの健康は、食事や運動とともに「健康な体」を作るために不可欠な要素です。 

○「このくらい大丈夫」と思わない 

○自分なりのストレス解消法を見つける 

○良質の睡眠をたっぷりとる 
 

★身体が弱るとこころも不安定になります。ぐったりと疲れている時、体調がいまいちだなぁと

感じた時は、無理せず休みましょう。ただし、お酒を飲んでも悩みや不安は解消されません。 

運動は、脂肪を燃焼させて体重増加を防いだり、血行

を促進したりする効果があります。また、便秘の解

消、ストレス発散、肩コリ・腰痛の予防、老化の予防な

どにも効果的です。 

○毎日できるだけ「歩く」習慣を 

○ライフスタイルに運動を取り入れて 
 

★なかなか運動が続かない方は、日常生活の中でこまめ

に動くだけでも違います。続けて何分以上動かないと

脂肪が消費できない、ということはありません。 

健康な体は毎日の食事から。ポイントを参考 

に、食生活をもう一度見直して見ましょう。 

○1 日 3 食、バランスよく食べる 

○食事は腹八分目、お酒はほどほどに 

○脂っこい料理と塩分はなるべく控えて 
 

★「今日は食べすぎた！」というときは、2～3 日

の中で調整をしたり、運動量を増やすなど柔軟な

気持ちで気を付けていきましょう。 

食生活の見直しを 適度な運動習慣を 

ストレス発散と十分な睡眠を 

「治療」の前にまずは「予防」を！ 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １３４ 号   ― 

 



固定資産価格等縦覧帳の縦覧（～30） 入港日

防災行政無線の定時チャイム変更 東京三弁護士会による法律相談（母島）

公社と協同で行う人材育成事業申込開始（5/31） グラウンドゴルフ月例大会開催

眼科専門診療（父島～21）

東京三弁護士会による法律相談（父島）

高校図書館開放

入港日

高校図書館開放 東京都小笠原住宅あき家入居者募集開始（～5/6）

出港日

出港日 乳幼児健診・歯科健診（母島）

父島ノヤギ駆除（村）

定期予防接種 眼科専門診療（母島～23、25）

原付免許学科試験申込締切

電話による無料法律相談

入港日

入港日 小笠原村議会議員選挙繰上投票日（母島）

東京都知事選挙繰上投票日（母島） 原付免許学科試験

こどもの読書週間開始（～5/12）

東京都知事選挙投票日（父島）

高校図書館開放 小笠原村議会議員選挙投票日（父島）

高校図書館開放

母島巡回労働相談

地域振興に係る補助事業申込締切

出港日

出港日

村民意見・提案・相談受付

狂犬病予防注射と犬の登録（父島） ビーチクリーン（宮之浜）

狂犬病予防注射と犬の登録（母島）

乳幼児健診・歯科健診（父島） 被災証明書の発行申請締切

心身障害者（児）巡回相談申込締切 東京諸島特産品ＰＲスタッフ申込締切

行政相談所の開設

森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習

ヘルスアップ教室（父島）

グラウンドゴルフ月例大会申込締切 父島上級救命講習会申込締切

1 金

9 土

行　事　予　定日付 曜日日付 曜日 行　事　予　定

16 土

17 日

22 金

10 日

14 木

15 金

13 水

12 火

11 月

金8

7 木

6 水

5 火

4 月

3 日

2 土

18 月

19 火

20 水

21 木

24 日

23 土

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

昭和の日

入・出港日




